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平成 23 年 11 月 1 日 

 
各      位 

 
会 社 名  株式会社 ウッドワン 

代表者名  代表取締役社長 中本祐昌 

（コード番号 7898 東・大証第 1 部） 

問合せ先  取締役経理部長 藤田 守 

（TEL．0829－32－3333 ） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 近の業績の動向等を踏まえ、平成 23 年 5 月 13 日の決算発表時に公表した平成 24 年 3 月期（平成 23
年 4 月 1日～平成 24 年 3 月 31 日）の第 2四半期累計期間及び通期の業績予想を下記のとおり修正しました
のでお知らせいたします。 
 

記 
1.業績予想の修正 
（1）連結業績予想数値の修正 
①平成 24年 3 月期第 2四半期累計期間連結業績予想数値の修正（平成 23 年 4月 1日～平成 23 年 9月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 32,000 1,500 500 1,200 25 円 71 銭 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 32,130 1,590 880 640 13 円 71 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 130 90 380 △560  

増 減 率            （％） 0.4 6.0 76.0 △46.7  

（ご参考）前期第 2四半期実績 
（平成 23年 3 月期第 2四半期） 

30,936 1,034 927 △461 △9 円 89 銭 

 
②平成 24 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 23 年 4月 1日～平成 24 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 64,300 3,100 1,300 1,600 34 円 28 銭 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 64,300 3,100 1,300 1,040 22 円 29 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ― ― ― △560  

増 減 率            （％） ― ― ― △35.0  

（ご参考）前期実績 
（平成 23年 3 月期） 

64,331 3,161 2,103 597 12 円 79 銭 
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（2）個別業績予想数値の修正 
平成 24 年 3月期第 2四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成 23 年 4月 1日～平成 23 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 28,000 800 0 0 0 円 00 銭 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 28,190 600 △130 △120 △2 円 57 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 190 △200 △130 △120  

増 減 率            （％） 0.7 △25.0 ― ―  

（ご参考）前期第 2四半期実績 
（平成 23年 3 月期第 2四半期） 

26,208 130 △346 △470 △10 円 9 銭 

 
2.業績予想修正の理由 
 連結 

平成 24 年 3月期第２四半期累計期間の業績は、厳しい経済情勢及び業界動向のなか、拡販・コスト削減に努

めた結果、連結の売上高・営業利益・経常利益は、前回予想を上回る見通しとなりました。しかし、四半期純

利益は、特別損失において、急激な為替変動の影響による連結子会社の外貨建借入金の為替評価損 553 百万円

等を計上した結果、予想を下回る見通しとなりました。 

また、平成 23 年 3 月 31 日に開示した「海外子会社の異動（株式譲渡）に関するお知らせ」のとおり、当社

連結子会社保有の Canyon Creek Cabinet Company の全株式を、住友林業株式会社の連結子会社 Sumitomo 
Forestry Seattle,Inc.に平成 23 年 7 月 29 日付けで譲渡し、子会社株式売却益 526 百万円を特別利益に計上し

ております。 
なお、通期予想につきましては、依然として経済情勢の先行き不透明感は残りますが、業績の進捗状況を勘

案して見直しを行い、売上高・営業利益・経常利益は前回予想の範囲内ですが、当期純利益は、第２四半期累

計の為替評価損を鑑みて、前回予想を下回る見通しになりました。但し、当該為替差損益は、今後の各決算期

末における為替相場により変動いたします。 
 

個別 

個別の売上高は、ほぼ前回予想通りに推移いたしましたが、厳しい経済情勢及び業界動向のなかデフレの影

響や競争の激化から営業利益が予想を下回り、結果として経常利益・四半期純利益は前回予想を下回りました。 
なお、通期予想につきましては、現時点においては前回の予想を変更いたしません。 

 
(注)上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき算定しており、実際の業績は、様々な

要素により記載の予想数値とは異なる結果となる可能性があります。 
以  上 


